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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「高効率低ＧＷＰ冷媒を使用した中小型空調機器技術の開発」（事後評価）の研

究評価委員会分科会（平成２９年１２月５日）において策定した評価報告書（案）の概要で

あり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第５５回研究評価委

員会（平成３０年３月１６日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「高効率低ＧＷＰ冷媒を使用した中小型空調機器技術の開発」（事後評価） 

評価概要（案） 

 

１．総合評価 

 地球温暖化防止に向けての世界的な大きな流れの中で、低温室効果冷媒利用技術の開発を

目的とする本事業は時宜を得たものである。当初の計画による 5 年間の実施期間が 1 年半

に短縮されたが、計画の変更や各テーマにおける開発内容の取捨選択などのマネジメントが

適切になされ、世界的に解決策が見つかっていないモントリオール議定書のキガリ改正対応

のための優れた成果を挙げた。高効率化と低地球温暖化係数（GWP）化を両立させた製品

実用化のための技術開発に加えて新規冷媒の安全性評価、冷媒物性情報の国際発信をパッケ

ージとして推進し多くの成果を達成したことは、国際的にも高い評価に値する。 

 空調用途で決め手となる有望な代替冷媒が流動的である中、冷媒代替を契機に空調技術全

体が今後大きく変化する可能性がある。性能、安全性及び環境性の全てを考慮しなければな

らない分野であることから、喫緊の課題解決に加えて共通基盤技術は今後とも重要であり、

継続的な研究開発を期待する。 

 

２．各論 

２．１ 事業の位置付け・必要性について 

 パリ協定やモントリオール議定書のキガリ改正を受けて地球温暖化防止を目的とする国

際的な冷媒規制の動きが活発化する中、我が国も冷凍空調機器用冷媒の大幅な低 GWP 化を

急いで進める必要がある。本事業は空調用途のうちでも台数の多い中小型機器を対象とする

ものであり、タイムリーで重要性が高い。機器開発だけでなく冷媒の基礎物性解明や安全性

評価も含む多面的な事業であること、冷媒の低 GWP 化と機器の省エネ化を両立させる挑戦

的な開発であること及び安全性評価に関する国際的な信頼性を確保すべきことから、民間企

業だけでの開発は困難であり NEDO 事業として妥当である。 

 今後、中小型に限らずヒートポンプを含む冷凍空調機器全体の低 GWP 化に関する研究開

発戦略をよく検討していただきたい。 

 

２．２ 研究開発マネジメントについて 

 当初の計画では 5 年の実施期間であったものが 1 年半に短縮されたが、研究開発の目標

と計画は適切に調整された。短縮された年限で達成できる内容に課題を組み換え、選択され

た項目を重点的に実施することにより、優れた成果につなげたことを高く評価する。実施体

制としては産学官連携による次世代冷媒リスク評価研究会が上手く機能し、特に安全性評価

法の検討にあたっては、日本冷凍空調工業会等と協議したことにより、実態に合った評価が

実現している。 

 実施期間短縮のため、暖房時の実証試験など、製品化のために必要ないくつかの研究項目
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が積み残しになった。これらの課題を含め、次期関連事業では再びオールジャパン体制のも

と、システム全体としての研究開発を実現してほしい。 

 

２．３ 研究開発成果について 

 要素技術開発及び安全性評価の両テーマとも定めた目標を達成しており、多くの成果を出

した。特に、海外メーカーが支配している冷媒開発において、国産冷媒実現に必要となる基

礎特性・毒性・燃焼性の評価を実施し十分な結果を得たことや、新冷媒の物性情報の成果が

標準化ツールである米国標準技術研究所（NIST）の冷媒熱物性データベース REFPROP に

登録される予定であり、国際標準の熱物性計算が可能となったことは高く評価できる。PCT

を含む特許出願及び論文発表も短期間に数多くの実績を残し、国際エネルギー機関（IEA）

主催ヒートポンプ会議（HPC）などの専門的国際会議における発表も 5 件以上行った。こ

れらは日本企業の国際競争力強化及び知的基盤の整備や社会的利用に寄与するものと考え

られる。 

 計画が短縮されたことにより各研究開発が要素開発段階にとどまり、システム全体の開発

まで至らなかったのは残念である。次期関連事業においては、低負荷条件における効率向上

や HFO-1123 の自己分解反応（不均化反応）の解明等の基礎研究を含め、NEDO プロジェ

クトとして継続的な取り組みを望む。 

 

２．４ 成果の実用化・事業化に向けた取組及び見通しについて 

 要素技術の完成度を着実に高めた本事業では、さらに各テーマの今後の課題を明らかにし、

5、6 年後までのロードマップを示した。キガリ改正に対応した 2029 年の HFC 大幅削減を

見越して実用化・事業化を目指しており、戦略は明確かつ妥当である。本事業で開発する機

器は市場ニーズに合致しており、グローバル市場での販売拡大が期待できるほか、一部の開

発技術は既存機器にも適用可能なため、既存機器の省エネルギー性能向上にも貢献する。 

 HFO-1123 には自己分解反応（不均化反応）を起こす特徴があり、他の課題もいくつか指

摘されている。現時点でこの冷媒ひとつに絞るのではなく、さらに優れた冷媒候補の探索も

今後行っていただきたい。また、今回の成果を活かし、ビジネスとしてグローバル市場での

スタンダードになれるよう、海外と共通の安全性評価指標をどのように構築するかを含め検

討してほしい。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 3.0  A A A A 

２．研究開発マネジメントについて 2.8  A A A B 

３．研究開発成果について 2.8  A A A B 

４．成果の実用化・事業化に向けた取組及び

見通しについて 
2.5  A A B B 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 

数値に換算し算出。 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 

・重要             →B 

・概ね妥当           →C 

・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化・事業化に向けた取

組及び見通しについて 

・非常によい          →A 

・よい             →B 

・概ね適切           →C 

・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 
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